








研究目的 

先天性副腎過形成症の大部分を占める21－水酸化酵素欠損症(21-OHD)の新生児マス・スク

リーニングの妥当性を検討するための基礎的資料として,東京都の一部地域における試験

的マス・スクリーニングにより,21-OHD の発生頻度を正確に把握することならびに新生児

期での 21-OHD の特徴を明らかにすることを目的とした。また低出生体重児を含め疑陽性者

の取り扱い方法についても検討した。 


